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Unit ＋

05
教育の情報化 ユニット研修プラス 授業づくり編

各教科における効果的なＩＣＴ活用

【ねらい】

クラウドとＩＣＴを効果的に活用し、児童生徒の学びの

質を高める授業をデザインすることができる。

【内容】

□ ① ＩＣＴの効果的な活用と視点

□ ② ＩＣＴ活用の好事例紹介（小中高特）

□ ③ まとめ

【活動】児童生徒の学びの質を高めるＩＣＴ活用を考えよう

岡山県総合教育センター
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特別支援

【内容】①ＩＣＴの効果的な活用と視点 1
【各教科におけるＩＣＴの効果的な活用例 （一部抜粋）】

参考文献：文部科学省「各教科の指導におけるＩＣＴの効果的な活用について」 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

国 語 録画機能の活用や推敲過程をデジタル化することにより、よりよいスピーチや文章の作成に役立てる

社 会 ＩＣＴを活用して収集したデータを加工して可視化したり、地図情報に統合したりして、深く分析する

算数・数学
グラフを活用して、関数や図形などの変化の様子を可視化したり、繰り返し試行錯誤したりすることで、

理 科 観察、実験を行い、データ処理やグラフ作成、動画等を使ってより深く分析・考察する

音楽、図画工作、
美術、工芸、書道

録画機能を活用、客観視することで、表現の可能性を広げたり、取り込んだ画像を活用したりして鑑賞を深める

体育、保健体育 動画で可視化することで、技能の習得やチームの作戦を立案し、新たな課題設定に役立てる

家庭、
技術・家庭

アイディアを可視化、データ化し、実習等の振り返りや問題解決を充実する

外 国 語 ＩＣＴを活用して、校内外や海外とつながり、コミュニケーション力・発信力を高める

情 報 統計処理やプログラミングによる問題解決等を通して、アウトプットの質と量を高める

特別の教科、道徳 端末で他者と考えを共有したり、自己を見つめ、考えを整理・表現することで、道徳的価値の理解を深める

振り返りや表現での活用が活動への意欲向上を促し、情報の収集、整理・発信による探究の質的向上を図る

特別活動 ＩＣＴを活用した意思決定や合意形成により、集団や自己生活上の課題を解決する

情報活用の育成の視点や障害による学習上又は生活上の困難さを改善・克服するためにＩＣＴを活用する

生活科、総合的な学
習（探究）の時間

主体的な探究活動を実現する

http://#
http://#
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【内容】①ＩＣＴの効果的な活用と視点 2
【各教科におけるＩＣＴの効果的な活用例 （一部抜粋）】

参考文献：文部科学省「各教科の指導におけるＩＣＴの効果的な活用について」 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

特別支援

国 語

社 会

算数・数学

理 科

音楽、図画工作、
美術、工芸、書道

体育、保健体育

家庭、
技術・家庭

外 国 語

生活科、総合的な学
習（探究）の時間

特別の教科、道徳

情 報

特別活動

動画記録と共有による自己・相互評価の充実、自分の考えを分かりやすく伝える工夫 【中学校】事例 1

事例 2

事例 3

事例 4

事例 5

事例 6

事例 7,8

事例 9

事例 10

事例 11

インタラクティブツールの活用で思考の可視化とデータ共有 【高等学校】

デジタルデータを使った効果的な試行錯誤と根拠に基づいた思考 【小学校】

表計算アプリでデータを可視化、思考を促し対話を活性化 【高等学校】

プログラミングを活用したアニメーションによる表現と鑑賞の工夫 【小学校】

動画を活用した課題解決型の取組、個に応じた学びの充実 【小学校】

生徒の思考の可視・共有化による、思考・判断・表現活動の充実 【中学校】

ＩＣＴを活用した考えの共有と練習の充実、推敲作業の効率化 【中学校】

個の学びの深まりにつながる持続的で自覚的な取組を支援するICT活用 【特別支援学校】

視覚的に学べる教材の活用によって、個の学習活動の充実を支援 【特別支援学校】

ＩＣＴを活用したジグソー法による対話と表現活動の充実 【高等学校】

統計処理やプログラミングによる問題解決等を通して、アウトプットの質と量を高める

端末で他者と考えを共有したり、自己を見つめ、考えを整理・表現することで、道徳的価値の理解を深める

ＩＣＴを活用した意思決定や合意形成により、集団や自己生活上の課題を解決する

http://#
http://#
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【内容】①ＩＣＴの効果的な活用と視点 3

【 GIGAスクール環境活用分類】
活用の意図や効果を９つの視点で分類しました。ICTを活用した実践を分類することによっ

て、 児童生徒にとって、学習活動の中でICTがどんな役割を果たしているか明らかにすること

ができます。

※上記の３から７の「５つの視点」を中心に好事例を紹介します
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4【内容】①ＩＣＴの効果的な活用と視点

教科名、授業内容

学校種

１単位時間における活用のポイント

活用の意図や

効果のポイント

具体的な児童生徒の
取組のポイント

実践事例へのリンク

学びのプロセスを意識した活用場面すべての校種で
活用できるポイント ※探究的な学びや情報活用能力の育成につながる視点

【画面構成(例)】

活用の視点
※３～７の５つの視点



②
ＩＣＴ活用の
好事例紹介
（小学校）

ＩＣＴ
好事

【内容】
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課題の設定

学びのプロセス(※1)

情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

算数 「三角形と四角形」（図形のなかま分け意見交流） 6

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、久米南町立弓削小学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

学校 の 実践小

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

学習支援ソフトで、
１人１人の思考を大型
提示装置で共有できる

自己の考えと理由につ
いて該当箇所を指し示
しながら説明できる

概念を理解し、必要な根拠を示す
「３本」「４本」「直
線」「囲まれている」な
どのキーワードに注目し、
意味を正確に理解できる

フラッシュカード問題に
取り組み、新たな概念の
形成につなげる

デジタル教科書の機能活用

学習課題定着への手立てと工夫

タブレット上で図形
データを保存・移動、
加工等を行い、なかま
分けを何度も試行錯誤
できる

補助線や区切りを描き
込み、根拠を明確に提
示できる 自力解決と思考の可視化

デジタルデータを使った効果的な試行錯誤と根拠に基づいた思考

デジタル空間では、データの移動や加筆修正が容易なため、自己の考えを明確に描き記すことができる

前時の学習内容を
１人１台端末で振り返
り、「直線」の意味を
を確認し、本時の学習
につなげる

既習事項を想起、本時の課題をつかむ

1

3

2

4

事例 3
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

体育「マット・跳び箱運動」（手本の提示・自分や友達の動作の確認・単元の振り返り） 7

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、新見市立矢神小学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

学校 の 実践小

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

動画を活用した課題解決型の取組、個に応じた学びの充実

自己の動画を活用した学びの軌跡や自己変容を再確認する取組が、主体性の涵養につながる

模範演技を見て、
ゴールイメージを持つ

めあてを電子黒板に提
示し学習課題をつかむ
ことができる

課題追究の見通しを持つ

実際の演技を見て

個人のタブレット上
で、動画の一時停止
や再生速度、観察の
視点を変えるなどし
て、具体的な根拠を
基に振り返りカード
に記入できる

動画の活用によって、

新たな気付きにつながる 前時や前々時の記録や
他者の演技を見て、よ
りよい改善策に気付く
ことで、主体性を持っ
て次の学習につなげる
ことができる

次の学習につながる意欲づけ、

振り返りの充実

動画撮影アプリ（はな
まるフォーム(※2)）で自
分の動きを撮影し、細
部まで確認することが
できる

自己や友達の演技をそ
の都度確認し、改善に
つなげることができる

自己の演技を記録

改善点の提案と実施

※2：引用 https://www.procon.gr.jp/wp-content/uploads/2016/10/25_tobashosenjiyuu.pdf

1

3

2

4

事例 6
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

図画工作 「オリジナルアニメーションをつくろう」 プログラミング 8

全校種
ここ使える

✓上記の内容は里庄町立里庄東小学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

学校 の 実践小

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

プログラミングを活用したアニメーションによる表現と鑑賞の工夫

自己のイメージから意味や価値をつくりだす造形的な表現活動の充実につながる

学習活動の過程で論理
的思考を働かせながら、
色や配置など、細部に
まで自己のアイディア
を反映し、動画アニ
メーションを制作する
ことができる

試行錯誤による学習活動の充実

身体感覚を働かせて学習
する活動を通じて、他者
の作品のよさに触れ、伝
え合う活動を通じて、表
現する楽しさをしっかり
と味わうことができる

感性や想像力を働かせる学習場面の充実

アニメーションの仕組み
に着目して、出来上がっ
た作品の工夫した点を友
達に紹介し合う活動を通
じて、感性や創造性を豊
かにすることができる

考えの共有と表現

対話による思考の再構成

※２：Viscuit（ビスケット）、描いた画像に命令を与えて動作させる「メガネ」という独自の仕組みで、小学校低学年からでも、簡単にプログラミング体験が可能な無料Web アプリ。

Viscuit(※2)のメガネ機
能の順次・繰り返しの
仕組みを活用し、自己
の考えをワークシート
にまとめることで、意
図を持って取り組む準
備ができるViscuit（ビスケット）※２を活用し

作品づくりの見通しを持つ

1

3

2

4

事例 5



②
ＩＣＴ活用の
好事例紹介
（中学校）

ＩＣＴ
好事

【内容】
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

国語 「自分のお気に入りの本を紹介する」（相手に合わせた話し方の工夫） 10

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、矢掛町立矢掛中学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

学校 の 実践中

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

動画記録と共有による自己・相互評価の充実、自分の考えを分かりやすく伝える工夫

ＩＣＴの効果的な活用で、言語活動の充実と質の向上につながる

グループでビブリオ
バトル（本の紹介コ
ミュニケーション
ゲーム）のスピーチ
練習を行い、相互評
価と共に動画に記録
することができる学習課題達成に向けた

言語活動と動画の蓄積

自己評価と友達のア
ドバイスを基に改善
点を考え、相手に自
分の思いがよりよく
伝わるスピーチにな
るように表現を見直
すことができる

自己の考えを明確化、表現の精選

撮影した動画を客観
的に分析し、自分の
考えがよりよく伝わ
るような表現に近づ
くよう改善点を考え
ることができる

自己の変容を客観的に分析

改善策の提案と試行錯誤 グループのメンバー
の原稿にコメントを
入力し、自分の言葉
遣いを見直したり、
考え方や感じ方を豊
かにしたりすること
ができる

思考の可視化と課題解決に向けた共有

1

3

2

4

事例 1
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

技術・家庭科 「三匹のこぶたを通して木材などの材料の特性を知ろう」 11

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、倉敷市立福田中学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

学校 の 実践中

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

生徒の思考の可視・共有化による、思考・判断・表現活動の充実

児童生徒の学びの蓄積を可視化、自己の思考の再構築につながる

授業支援アプリ（ロイ
ロノート・スクール）
のアンケート機能を使
い、クラス全体の思考
を瞬時に可視化するこ
とが、思考を広げ課題
設定につながる思考の可視化と全体共有

地震が多い、鍋敷きが
木材、国土の多くが山
地である、などの特徴
を基に学習課題をまと
め、他者の考え方も踏
まえ、成果物を再構成
することができる

多面的・多角的な考え方の醸成

わらの家、木の家、
レンガの家の長所や短
所を思考ツールなどを
用いてわかりやすく整
理・共有・比較するこ
とで、自己の考えを根
拠を基に広げ深めるこ
とができる

題材の特徴を比較・分析

自己の考えをまとめる実際の木材に触れ、触
覚、視覚、嗅覚等の特
徴を整理し、対話を通
じて思考を交流させ、
気付いた視点やポイン
トを基に自己の考えを
再考することができる

情報の分類・比較・整理

自己の思考を可視化

1

3

2

4

事例 8
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

外国語 （英作文の共同作成） 12

全校種
ここ使える

学校 の 実践中 ＩＣＴを活用した考えの共有と練習の充実、推敲作業の効率化

AI技術による自動添削で時短、伝え合う機会の充実と学習の質の向上につながる

本時の活動内容を具体
的な例示を基に知るこ
とで、学習の見通しを
明確に持つことができ
る

学習課題の可視化と共有

●●●×××◆◆◆◎◎◎

オンラインホワイトボード
（Google Jamboard(※2)）
に記録された各グループの
英作文を拡大提示し、関係
代名詞など文法の使い方に
ついて効率的に確認するこ
とができる

思考の過程の可視化と学習の定着

３ヒントクイズの作成に必
要な情報をWebサイトから
集め、言葉を吟味し、自力
で英作文の下書きを完成す
ることができる

スペルチェッカーを使って、
英作文の綴りの確認や推敲を
効率的に行うことができる

自力解決と協働学習の相互作用

自動添削機能の活用 個人で作成した英文をグルー
プで共有し、よりよい英文に
なるように話し合いながら、
Google Jamboard(※2)の共同
編集機能を活用して英作文を
する活動を通して、伝えたい
情報を正確に書くための手法
について考えを広げ、深める
ことができる

思考の可視化・共有による

英文の正確さの高まりと内容の充実

「Unit5 A Legacy for Peace(New Horizon)」

✓上記の内容は、津山市立中道中学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

※2：Google Jamboard は Google LLC の商標です。

1

3

2

4

事例 9



②
ＩＣＴ活用の
好事例紹介

（高等学校）

ＩＣＴ
好事

【内容】
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

理科「物理基礎」（力学-運動の表し方） 14

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、岡山県立岡山大安寺中等教育学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

等学校 の 実践高

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

表計算アプリでデータを可視化、思考を促し対話を活性化

クラス全体のデータを可視化、自分の意見を相対化し考察が深まる

他者の測定データを即
座に確認でき、自分の
データと比較検討する
ことができる

データに基づいて、考え
をより妥当なものとする
ことができる

測定データを入力、グラフ化

デジタルノートや教
科書等を見返しなが
ら考えをまとめ、科
学的な根拠に基づい
た発表を行うことが
できる

エビデンスに基づいた思考と表現

Google Classroom (※2) 

を使って実験の方法や
セッティング、注意点を
確認（いつでも何度も確認できる）

し、課題意識を持ちなが
ら授業内容を把握するこ
とで、探究する意欲を高
めることができる

家庭学習で次の授業（実験）の
目的・実施方法を確認

各班がまとめたデータ
を瞬時にグラフ化し、
一覧で共有することで、
規則性や関係性を的確
に見出すことができる

客観的データに基づいた
対話が可能となり、理解
が深まる

データを比較検討し、規則性・関係性を考察

1

3

2

4

事例 4

※２：Google Classroom は Google LLC の商標です。
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

地理歴史・地理B（気候） 15

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、岡山県立井原高等学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

等学校 の 実践高

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

インタラクティブツールの活用で思考の可視化とデータ共有

児童生徒の考えを可視化・共有することで、思考を活性化することにつながる

インタラクティブツール
（Mentimeter(※2)）の
選択肢機能を使って考え
を可視化し、思考を促進
できる

●●●×××

◆◆◆◎◎◎

他者の考えを一覧で確認
自己の問いを持つ

雨温図から、都市の位置や
降水量の背景を個人で推測
し、その予想した答えが
Mentimeter(※2)で即座に
全体共有できるため、他者
の考えを踏まえ主体的に再
思考できる

予想を入力、リアルタイムで共有

拡大提示された視覚資料
を基に、課題解決の判断
に必要なポイントを見つ
け、情報を吟味すること
で、自己の考えを整理す
ることができる

有用な情報を選別、学習課題にせまる

Mentimeter(※2)の
Open Ended機能を
使って、獲得した知識や
思考をクラウドで共有す
ることが、学びの連続性
につながる

思考過程を可視化、振り返りの深化

※２：引用：https://www.mentimeter.com/

1

3

2

4

事例 2
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

家庭科 家庭総合（衣生活分野） 16

全校種
ここ使える

✓上記の内容は、岡山県立興陽高等学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

等学校 の 実践高

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

ＩＣＴを活用したジグソー法による対話と表現活動の充実

学習形態の工夫とICＴを組み合せ、最適解を導き出すことができる

家庭学習において、
SDGsの取組を意識した
自己の考えを表現する企
画書を作成し、Google 
Classroom(※2)に保存し、
共有する学習課題に関連した内容について、

興味や関心を持つ

端末（iPad）で情報を共有し、
他者の考えの共通点、相違点
などを踏まえ、考えをまとめ
ることができる

エキスパート活動で共通の
考えを持つメンバー同士の
意見を可視化し、思考を整
理し深めることができる

思考の共有と対話、思考力の育成

他者の意見を分析し、
自分の考えを整理・表現
できる

ジグソー活動で、クラ
ウドで工夫の視点別に
記入し共有した情報を
基に発表・対話を行う

視点や思考の共有と対話の充実
可視化した思考の過程
を基に、よりよい最適
解を検討できる

根拠に基づいた発表が可
能となる

思考を可視化、表現活動の充実

～知識構成型ジグソー法～
「復活！！「アベノマスク」～SDGｓ ゴール１２ つくる責任つかう責任～」

※２：Google Classroom は Google LLC の商標です。

1

3

2

4

事例 7



17
【内容】

②
ＩＣＴ活用の
好事例紹介
（特別支援学校）

ＩＣＴ
好事
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

総合的な探究の時間 「複数の命令を出すとどんな動きになるか」 18

全校種
ここ使える

別支援学校 の 実践特

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

個の学びの深まりにつながる持続的で自覚的な取組を支援するICT活用

情報を比較・分類・序列化・関連付けし、プログラミング的思考を育成する

これまでの学習内容
（プログラミング教材：
ScratchJr(※2)を使ったプログ

ラミングの基礎学習）を振り
返り、本時の学習課題
解決の見通しを立てる
ことができる

課題解決に向けた予測と表現

命令の組み合せによっ
て多様な表現が可能に
なることを踏まえ、複
数の動きを組合わせた
独自のアニメーション
を作成することができ
る 成果物の制作、

試行錯誤を繰り返し最適解を見出す

生徒が作成した
アニメーションを発表
することで、命令ブ
ロックを組み合わせた
表現方法について確認
することができる

因果関係の検証、

成果物の発表と学習課題の定着と深化

本時のねらいに近付く要素
を処理内容に取り入れるこ
とで、学習目標と結び付け
ながら考えることができる

プログラミング教材
（ScratchJr (※2) ）を使っ
て２つの命令ブロックを同
時に配置し、予想通りの結
果になるか確認する

基本動作と定型処理の確認、

意図した動きへの応用

✓上記の内容は、岡山県立岡山西支援学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

1

3

2

4

事例 10

※２：引用 https://www.scratchjr.org/
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課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

01 04 05

※1：ユニット研修プラス04で詳しく解説しております

学びのプロセス(※1)

生活単元学習 「運動発表会に向けて」 19

全校種
ここ使える

別支援学校 の 実践特

ＩＣＴの活用で資質・能力の育成にせまる

視覚的に学ぶ教材の活用によって、個の学習活動の充実を支援

児童生徒の実態に応じた教材・教具の工夫によって指導の効果を高める

学習内容を連想しやすい
ように、具体的なイラス
トと共にプレゼンテー
ションアプリで情報提示
することで、学ぶことに
興味・関心を抱き、主体
性を持って取り組むこと
ができる課題と向き合い、見通しと

学習への必要感を持つ

クイズアプリ「どーれ
かな？」を使用するこ
とで、学習内容に結び
付くイラストなどを確
認しながら、自己の
ペースで学習内容を整
理し、理解を深めるこ
とができる

思考・判断・表現の時間と場の確保

クラス全体の振り返り
を共有し、価値付けす
ることで、学習内容を
日常の生活の中で活用
する意欲を持つことが
できる

思考の可視化、

振り返りを全体共有し価値付け

◆◆◆◎◎◎

××××

◆◆

△△

〇〇

□□

××

本時の活動内容について、
アンケート機能（Google

Forms(※2)）を使い、学習
過程において関連付けし
たイラストなどで確認し
ながら自己評価し、学習
内容を振り返り、共有す
ることができる

アンケート機能を利用した

学習過程と内容のまとめ

✓上記の内容は、岡山県立西備支援学校の授業実践の一部を抜粋したものです。詳細はこちらをご確認ください〉 〉 〉 〉

1

3

2

4

事例 11

※2：Google Forms は Google LLC の商標です。
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③ まとめ 20

校種、教科、学年
をこえて活用できる
ＩＣＴの魅力

万能な技！

詳しくはこちら 〉 〉 〉 〉

カツヨウノ
ヒントガ

ココニアル！

カメラ機能
の活用

（静止画・動画）

技

レポート・

成果物の制作等

技

自己・相互評価

振り返り

技

日常的な
表現活動
（プレゼンテーション）

技

情報資源
（コンテンツ）の活用
（NHK for School など）

技

http://#
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【活動】児童生徒の学びの質を高めるＩＣＴ活用を考えよう 21

ＩＣＴ活用デザインシート（例）

単元計画や授業における目標・ねらい・めあて

など、児童生徒の目指す学びの姿を記入する。

目
指
す
学
び

目
指
す
学
び

参考資料：新潟大学附属新潟小式「ICT活用デザインフォーム」

目指す学び にせまる活動内容 をＩＣＴで支援する視点で学びをデザイン

の
支
援

ICT

活動内容や学習場面の充実に
つながる、授業支援ソフトや
アプリケーションの特性を踏
まえたＩＣＴの効果的な活用
をイメージする

ＩＣＴの支援活
動
内
容
と
場
面

学びのプロセス

※①調査 ②思考 ③協働 ④制作活動の
場面でも想定できる

目指す学びを意識し、よりよい
課題解決につながる各教科の
活動内容や学習場面を構想
する

活動内容と場面
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